国際連携2023-2-02

2023年度第1回国際連携タスクフォース 議事録




　
 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2023年7月19日（水）13:30～15:30
２．開催場所　：　オンライン会議（ZOOM）
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　清友　大造
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　徳　正芳
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　奥山　千穂
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　兼子　邦彦
　一般社団法人SCCCリアルタイム経営推進協議会　　
特別会員    遠城　秀和  　ITコンサルタント
幹事会員　　野原　一八　　株式会社JSOL

幹事会員　　柳　紀夫　　　日本電気株式会社

正　会員　　岡村　俊也　　株式会社グローバルワイズ

正　会員　　佐合　翔平　　株式会社グローバルワイズ

正　会員　　猪股　洋二　　パティオシステムズ株式会社
正　会員　　小黒　京　　　富士通Japan株式会社

賛助会員    川内　晟宏　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
　　　 賛助会員　　鈴木  耀夫　　NPO法人観光情報流通機構
賛助会員　　板垣　和芳　　NPO法人観光情報流通機構

事 務 局　　菅又　久直　　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会  
出席者15名
４．議事概要　
2023年度第1回国際連携タスクフォースは、以下の議事を実施した。
（資料：国際連携2023-1-01第1回国際連携タスクフォース議事次第）
４－１．貿易デジタル化推進プロジェクト
　事務局菅又より、資料に基き、2022年度に実施された貿易デジタル化に関わるマッピング調査結果、及びその実績に基づく2023年5月の国連CEFACTフォーラムでの日本からの提案につき説明が行われた。
（資料：国際連携2023-1-02 貿易デジタル化推進プロジェクト）
【質疑応答】
· 遠城リーダ：貿易情報の電子的共有はできても、証券等原本性が求められる電子情報の扱いにつき、法的整備とともに電子化の実装手法につき検討を進めなければならない。
· 事務局（菅又）：国連CEFACTの貿易デジタル化プロジェクトでは、ICC（国際商業会議所）が進めるUNCITRA(The United Nations Commission on International TRAde and Law：国連国際商取引法委員会)のMLETR(The Model Law on Electronic Transferable Records：電子的転送可能記録のためのモデル法)に則って進めるとしているが、その技術的実装についての具体的議論は行われていない。

４－２．AFACT中間会議報告
　事務局菅又より、7月11日に京都で開催されたAFACT中間会議の報告が行われた。
（資料：国際連携2023-1-03 AFACT中間会議報告）
【質疑応答】
· 出席委員より、報告につき次の指摘があった。
· 参加国はタイを含め7か国である。
· 日本からの参加者は板垣和芳氏（NPO法人観光情報流通機構）を含め8名である。
· 旅行観光部会（Travel & Tourism, Leisure WG）の活動事項は次の通り。
· 持続可能な観光のためのビジネス基準
· 持続可能性を主張するEPSテニカルアーティファクトのAPI変換
· 旅行会社とDMC/DMOパッケージツアープロジェクト
４－３．RDMによるメッセージ構築法
　事務局菅又より、最近発足した国連CEFACTの新プロジェクト（Methodology to Subset RDM based Messages）の紹介が行われた。
（資料：国際連携2023-1-04 RDMによるメッセージ構築法）
【質疑応答】
· 川内委員：日本の業界向けサブセット策定ツールになりえることを期待。また、生成AIなどにより、CCLを基にしたマッピングツールができると楽になる。
· 遠城リーダ：現在の国連CEFACTのRDM（参照データモデル）は大きすぎて、マスター・メッセージ構造に従ってAPIを生成するのが困難になっており、それへの対応としてRDMに基づくメッセージのサブセット化を行おうとするもののようだ。日本ではDocument Centric方式でメッセージごとにBIE表を作っているが、定義されたメッセージBIE表を統合化して分野別のRDMを構築する方法もあると思う。
· 清友委員：当プロジェクト（Methodology to Subset RDM based Messages）は、HODサポート不要で既に正式発足している。よって、日本としてのサポート表明は必要なく、成果物（白書、ウェビナー、トレーニング資料）がでてきてからフォローすれば良いと思う。
４－４．今後の予定
＊国際会議スケジュール

国連CEFACTフォーラム（バンコク）：10月2日- 6日
ISO TC154総会（香港）：10月24日- 27日
国連CEFACT総会（ジュネーブ）：11月9日- 10日
AFACT総会 ＆ eAsia Award：12月1日- 2日

＊第1回業界横断EDIタスクフォース：8月2日
＊第2回国際連携タスクフォース：9月19日
以 上
　
配布資料：
国際連携2023-1-01　第1回国際連携タスクフォース議事次第
国際連携2023-1-02　貿易デジタル化推進プロジェクト
国際連携2023-1-03  AFACT中間会議報告

国際連携2023-1-04　RDMによるメッセージ構築法

国際連携2023-1-05　ISO TC154プロジェクト進捗状況
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